令和３年１０月１４日
６年生保護者の皆様
壬生川小学校長　越智　勝也
令和３年度 全国学力・学習状況調査について
　錦秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃より学校の教育活動にご支援をいただき、誠にありがとうございます。
さて、標記の結果を受け、校内で分析をするとともに、今後の改善策について検討しました。
つきましては、その概要を下記の通りお知らせいたします。
記
１　学力の状況（正答率より）と教科別の成果(○)・課題(●)・改善策(◎）
※　平均正答率は、国語科で県平均と全国平均を下回り、算数科で県平均と全国平均を上回る結果でした。
⑴　国語科
○　目的に応じ、文章と図表とを結び付けて、必要な情報を見付けることができていました。
●　文の中における修飾と被修飾の関係を捉えることや、漢字を文の中で正しく使うことに課題が見られました。
◎　授業のまとめを書く活動や、修飾と被修飾の関係に気を付けて文章を読み取る活動を通して、基礎・基本の定着を図っていきます。
⑵　算数科
○　基準量を１としたときに比較量がいくつになるか、小数を用いて表し、理由を説明することができていました。
●　商が１より小さくなる除法の立式やデータの分類整理、設問の正確な読取りに課題が見られました。
◎　小数の計算など、基本的な学習事項を繰り返し復習するとともに、複数の資料から必要な情報を見付けることなど、活用できる力を付けていくための授業改善に努めます。
２　学習の状況（質問紙より）と注目する質問の成果(○)・課題(●)・対応策(◎）
　⑴　「将来の夢や目標を持っている」の質問より
　　○　「持っている」と答えた割合が、全国や県の平均を上回っていました。
　　◎　引き続き、学校生活の各活動で目標を決めながら取り組んだり、キャリア教育の充実に努めたりしていきます。
　⑵　「学校の授業時間以外に普段、１日当たりどのくらいの時間、読書をしますか」より
　　●　｢10分以上30分未満｣が一番多く、｢10分より少ない｣と合わせると、県や全国の２倍弱になる結果でした。また、｢30分以上｣の割合は、県や全国より１割強少ない結果でした。
◎　読書に興味、関心が持てるよう、学校でも様々な工夫をしながら、啓発を図ります。
　⑶　「平日に、１日当たりどれくらいの時間、ゲームをしますか」より
　　●　「１日１時間以上ゲームをしている」割合が、全国や県の平均を下回っていました。
　　◎　ゲームやメディアの使い方について、家庭のルールを決め、守って使うようにご家庭と連携しながら呼び掛けていきます。
３　今後に向けて
　　学校では、授業研究会を重ね、日々の授業改善に努めたり、タブレット端末の活用など学びの環境改善に当たったりしながら、ご家庭との連携を強め、学力の定着・向上を目指します。
　　ご家庭におかれましては、お子様の学習意欲が高まりますよう、励ましやアドバイスをしていただき、家庭学習を見直すよい機会にしてください。よろしくお願いいたします。
